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決
算
申
告
相
談
会
の 

 

一
部
日
程
の
変
更
に
つ
い
て 

中
小
企
業
省
力
化
投
資
補
助
金 

「
一
般
型
」
募
集
に
つ
い
て 

令
和
七
年
四
月
か
ら
「
育
児
時
短 

就
業
給
付
金
」
の
創
設
に
つ
い
て 

 

先
月
号
に
て
ご
案
内
い
た
し
ま
し
た
、

小
須
戸
商
工
会
と
小
須
戸
青
色
申
告
会
共

催
の
、
税
理
士
に
よ
る
決
算
申
告
相
談
会

の
一
部
日
程
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

左
記
ご
確
認
の
う
え
、
お
申
込
み
下
さ
い
。 

◎
日 

時 

令
和
七
年
三
月
六
日
（
木
）
か
ら 

五
日
（
水
）
に 

三
月
十
三
日(

木
） 

い
ず
れ
も
午
前
十
時
～
午
後
四
時 

◎
会 

場…

小
須
戸
商
工
会
館 

◎
相
談
員…

関
東
甲
信
越
税
理
士
会 

新
津
支
部 

派
遣
税
理
士 

川
村 

巧
磨 

先
生 

☆
ご
相
談
は
無
料
で
す
。
事
前
に
予
約
が

必
要
で
す
。
商
工
会
ま
で
お
申
込
み
下

さ
い
。 

中
小
企
業
省
力
化
投
資
補
助
金
（
一
般

型
）
は
、
中
小
企
業
等
が
Ｉ
ｏ
Ｔ
・
ロ
ボ

ッ
ト
等
の
人
手
不
足
解
消
に
効
果
が
あ
る

設
備
を
導
入
す
る
た
め
の
事
業
費
等
の
経

費
の
一
部
を
補
助
す
る
こ
と
に
よ
り
、
省

力
化
投
資
を
促
進
し
、
中
小
企
業
等
の
付

加
価
値
額
や
生
産
性
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、
賃
上
げ
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
あ
っ
た
「
カ
タ
ロ
グ
型
」
と

違
い
、「
一
般
型
」
は
、
も
っ
と
色
々
な
ケ

ー
ス
に
対
応
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま

す
。
会
社
の
業
務
に
合
わ
せ
た
設
備
を
導

入
し
た
り
、
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
な
ど
、

会
社
全
体
の
省
力
化
を
進
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。 

カ
タ
ロ
グ
型
と
一
般
型
の
違
い 

◆
カ
タ
ロ
グ
型 

あ
ら
か
じ
め
登
録
さ
れ
た
省
力
化
効
果

の
あ
る
製
品
（
カ
タ
ロ
グ
掲
載
品
）
か
ら

選
ん
で
導
入
す
る
場
合
に
利
用
で
き
る
、

簡
易
で
迅
速
な
申
請
が
可
能
で
す
。 

◆
一
般
型 

カ
タ
ロ
グ
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
設
備

を
導
入
す
る
場
合
に
利
用
で
き
、
よ
り
高

度
な
省
力
化
や
生
産
性
向
上
を
目
指
す
事

業
を
支
援
し
ま
す
。
い
っ
ぽ
う
審
査
項
目

が
多
く
、
申
請
手
続
き
も
複
雑
に
な
る
傾

向
で
す
。 

◇
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
関
し
て 

【
申
請
受
付
開
始
】 

三
月
十
九
日
（
水
） 

【
公
募
締
切
日
】 

三
月
三
十
一
日
（
月
） 

※
公
募
は
年
三
～
四
回
を
予
定
し
て
い
ま

す
。 

尚
、
本
事
業
の
申
請
に
は
「
Ｇ
ビ
ズ
Ｉ
Ｄ

プ
ラ
イ
ム
ア
カ
ウ
ン
ト
」
の
取
得
が
必
要

で
す
。
Ｉ
Ｄ
取
得
に
は
一
定
の
期
間
を
要

し
ま
す
の
で
、
取
得
未
了
の
方
は
、
早
め

に
Ｇ
ビ
ズ
Ｉ
Ｄ
プ
ラ
イ
ム
ア
カ
ウ
ン
ト
取

得
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

詳
し
く
は
、
チ
ラ
シ
ま
た
は
中
小
企
業

省
力
化
補
助
金
（
一
般
型
）
専
用
サ
イ
ト

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

    

お
問
い
合
わ
せ
・
ご
相
談
は
商
工
会
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
「
育
児
時
短

就
業
給
付
金
」
が
創
設
さ
れ
ま
す
。
こ
の

給
付
金
は
、
雇
用
保
険
に
加
入
す
る
労
働

者
が
、
二
歳
未
満
の
子
供
を
養
育
す
る
た

め
に
時
短
勤
務
を
選
択
し
賃
金
が
減
少
し

た
場
合
に
そ
の
減
少
分
を
補
填
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。 

◇
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
方 

（
受
給
資
格
・
支
給
要
件
） 

育
児
時
短
就
業
給
付
金
は
、
次
の
①
・

②
の
要
件
を
両
方
満
た
す
方
が
対
象
で
す
。 

① 

二
歳
未
満
の
子
を
養
育
す
る
た
め
に
、

育
児
時
短
就
業
す
る
雇
用
保
険
の
被

保
険
者
で
あ
る
こ
と 

② 

育
児
休
業
給
付
の
対
象
と
な
る
育
児

休
業
か
ら
引
き
続
い
て
、
育
児
時
短
就

業
を
開
始
し
た
こ
と
、
ま
た
は
、
育
児

時
短
就
業
開
始
日
前
二
年
間
に
、
被
保

険
者
期
間
が
十
二
ヶ
月
あ
る
こ
と 

加
え
て
、
次
の
③
～
⑥
の
要
件
を
す
べ

て
満
た
す
月
に
つ
い
て
支
給
し
ま
す
。 

③ 

初
日
か
ら
末
日
ま
で
続
け
て
、
雇
用
保

険
の
被
保
険
者
で
あ
る
月 

④ 

一
週
間
あ
た
り
の
所
定
労
働
時
間
を

短
縮
し
て
就
業
し
た
期
間
が
あ
る
月 

⑤ 

初
日
か
ら
末
日
ま
で
続
け
て
、
育
児
休

業
給
付
又
は
介
護
休
業
給
付
を
受
給

し
て
い
な
い
月 

⑥ 

高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
の
受
給
対
象

と
な
っ
て
い
な
い
月 

３月の 

花 
 

ボケ 
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令
和
七
年
四
月
か
ら
「
出
生
後
休
業 

支
援
給
付
金
」
の
創
設
に
つ
い
て 

「
協
会
け
ん
ぽ
」
令
和
七
年
度
の 

保
険
料
率
の
確
定
に
つ
い
て  

 

「
労
働
保
険
」 

年
度
更
新
手
続
き
の
ご
準
備
を
！  

従
業
員
を
一
人
で
も
雇
っ
て
い
れ
ば 

「
労
働
保
険
」
の
加
入
は
必
須
で
す 

◇
支
給
額
・
支
給
率 

原
則
と
し
て
育
児
時
短
就
業
中
に
支
払

わ
れ
た
賃
金
額
の
十
％
相
当
額
を
支
給
し

ま
す
。
た
だ
し
、
育
児
時
短
就
業
開
始
時

の
賃
金
水
準
を
超
え
な
い
よ
う
に
調
整
さ

れ
ま
す
。 

ま
た
、
各
月
に
支
払
わ
れ
た
賃
金
額
と

支
給
額
の
合
計
が
支
給
限
度
額
を
超
え
る

場
合
は
、
超
え
た
部
分
が
減
額
さ
れ
ま
す
。 

詳
し
く
は
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。 

    

こ
の
制
度
の
目
的
は
、
男
性
育
休
の
促

進
で
す
。 

母
親
の
出
産
直
後
の
八
週
間
は
、
周
囲

の
サ
ポ
ー
ト
が
特
に
必
要
な
時
期
で
す
。

こ
の
時
期
に
父
親
が
育
児
休
業
（
産
後
パ

パ
育
休
も
含
み
ま
す
）
を
取
っ
た
場
合
、

手
厚
い
給
付
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。 

細
か
い
条
件
は
あ
り
ま
す
が
、
父
親
は

子
の
出
生
後
八
週
間
以
内
、
母
親
は
産
後

休
業
後
八
週
間
以
内
に
、
両
親
と
も
に
十

四
日
以
上
の
育
児
休
業
を
取
っ
た
場
合
、

両
親
そ
れ
ぞ
れ
に
、
既
存
の
育
児
休
業
給

付
金
（
休
業
前
賃
金
の
六
十
七
％
相
当
額
）

に
上
乗
せ
し
て
、
出
生
後
休
業
支
援
給
付

金
（
休
業
前
賃
金
の
十
三
％
相
当
額
）
が
、

最
大
二
十
八
日
間
支
給
さ
れ
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
給
付
が
非
課
税
で
あ
る
こ
と

や
、
育
休
中
は
申
し
出
に
よ
り
社
会
保
険

料
が
免
除
さ
れ
る
こ
と
な
ど
を
加
味
す
る

と
、
多
く
の
方
は
手
取
り
が
ほ
ぼ
減
ら
な

い
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

◇
支
給
額 

休
業
開
始
時
賃
金
日
額×

休
業
期
間
の

日
数
（
二
十
八
日
が
上
限
）×

十
三
％ 

詳
し
く
は
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。 

  

  

商
工
会
で
は
、
労
働
保
険
の
事
務
手
続

き
の
委
託
代
行
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
対

象
事
業
所
で
未
手
続
き
の
方
は
、
商
工
会

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

商
工
会
に
「
労
働
保
険
」
の
事
務
委
託

を
さ
れ
て
い
る
会
員
事
業
所
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
前
年
度
保
険
料
の
確
定
精
算
と

次
年
度
概
算
保
険
料
算
定
の
た
め
の
「
年

度
更
新
」
手
続
き
が
必
要
で
す
。 

労
働
保
険
の
保
険
料
計
算
は
、
毎
年
四

月
か
ら
翌
年
三
月
ま
で
の
一
年
間
に
従
業

員
に
支
払
っ
た
給
料
額
、
建
設
業
等
の
労

災
保
険
に
つ
い
て
は
同
期
間
に
完
了
し
た

元
請
工
事
金
額
に
基
づ
い
て
算
定
し
、
保

険
料
を
精
算
・
納
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
今
月
末
が
年
度
末
と
な
り

ま
す
の
で
、
関
係
書
類(

従
業
員
給
料
の
賃

金
台
帳
や
工
事
の
請
負
契
約
書
等)

の
作

成
・
整
備
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

な
お
、「
年
度
更
新
」
の
関
係
書
類
は
三 

月
末
商
工
会
か
ら
書
類
を
送
付
し
ま
す
。 

労
働
保
険
の
加
入
対
象
事
業
所
で
あ
り

な
が
ら
、
労
働
保
険
加
入
手
続
き
を
行
っ

て
い
な
い
事
業
所
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

労
働
保
険
は
労
災
保
険
と
雇
用
保
険
の

二
つ
か
ら
成
り
立
っ
て
お
り
、
総
称
し
て

労
働
保
険
と
い
い
ま
す
。 

従
業
員
（
雇
用
形
態
は
パ
ー
ト
も
ア
ル

バ
イ
ト
含
む
）
を
一
人
で
も
雇
っ
て
い
る

場
合
は
、
必
ず
労
働
保
険
（
労
災
保
険
）

へ
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

ま
た
、
従
業
員
の
雇
用
条
件
が
、
①
継

続
し
て
三
十
一
日
以
上
、
②
週
二
十
時
間

以
上
、
の
場
合
は
対
象
従
業
員
の
雇
用
保

険
の
加
入
も
必
要
と
な
り
ま
す
。 

全
国
健
康
保
険
協
会
「
協
会
け
ん
ぽ
」

の
令
和
七
年
度
の
都
道
府
県
単
位
保
険
料
率

が
確
定
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

    

  

 

育児時短就
業 給 付 金 
リーフレット 

変更時期 

令和７年 

３月分から 

（４月納付分） 

≪参 考≫ 

令和７年 

２月分まで 

（３月納付分） 

介護保険第 2号被保険者

に該当しない場合 

（40歳未満、65歳以上～

74歳未満） 

９．５５％ 

（＋０．２０％） 
９．３５％ 

介護保険第 2号保険者に

該当する場合 

（40歳以上 65歳未満） 

１１．１４％ 

（＋０．１９％） 
１０．９５％ 

 

出生後休業
支援給付金
リーフレット 


